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※テーマ別の最初 スポーツ健康教育課山本専門

企画員より説明の様子。（「健康づくり」から） 

 

※グループからの発表の様子。（「学習習慣づくり」から） 

 

今回は６月２４日（日）に四万十市で行われた「PTA・教育行政研修

会（幡多地区）」の取り組みについてご紹介します。幡多管内の各小中学

校 PTA、高知県教育委員会、市町村教育委員会の皆さんの総勢約１２０

名が四万十市中央公民館に集まり、幡多の子どもたちの育ちを支えるため

に PTA として何ができるのかを話し合いました。こここここここここ          

まず前半は、生涯学習課 平野課長より県教育委員会の全体的な取り組

みの説明があり、その後人権教育課 大西課長補佐から「携帯電話とイン

ターネットの現状と課題」についての説明がありました。どんどん進化し

て複雑化するメディア社会の現状や子どもたちが抱える課題、また最新の

スマートフォンに関する情報も紹介されるなど会場の皆さんも熱心に聞

き入っていました。 
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２０１２年度 PTA・教育行政研修会（幡多地区） 

  テーマ「 心身ともに健やかで自ら学ぶ意欲のある子どもを育もう 

           ～ PTA 活動として取り組む 知・徳・体 ～ 」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               動を支援していきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

※グループ協議の様子。（「つながりづくり」から） 

 

※人権教育課より携帯電話・インターネットについて

報告の様子。 

 

次回８月１９日（日）には土佐清水市で「幡多地区ＰＴＡ交流

集会」が開催されます。今回と同様、多くのＰＴＡの皆さんが参

加して有意義な会となるようにと願っています。 

 4 月 23 日は 
子ども読書の日！ 

ターネットの現状と課題」についての説明がありました。どんどん進化

して複雑化するメディア社会の現状や子どもたちが抱える課題、また最

新のスマートフォンに関する情報も紹介されるなど会場の皆さんも熱心

に聞き入っていました。 

 後半は知・徳・体（「学習習慣づくり」「つながりづくり」「健康づくり」）

の３つのテーマ、全１１グループに分かれての協議でした。まずそれぞ

れのテーマに沿った子どもたちの現状や課題の報告があった後、ＫＪ法

で「それぞれの家庭でできること」を出し合い、最終的には「PTA がで

きること」を話し合いました。話 

 

 

 

 

こここ 

 

なお今回の研修会についての詳しいお問い合わせ等がありましたら西部

教育事務所 社会教育担当までご連絡ください。 

 

 

 

 

 

ができること」を話し合いました。話し合った内容は最後の全体会で、

全グループの代表者からそれぞれ報告されましたが、各グループからは

大変前向きな意見やユニークなアイデアが発表され、会場も盛り上がり

ました。 

今後はこの研修会で話し合われたことが、各単Ｐ、市町村Ｐへしっか

り引き継がれ、そしてその中から一つでも二つでも具体的な取り組みが

生まれることを願っています。また西部教育事務所としても今後この活

動を支援していきたいと考えています。※なお今回の研修会について不

明な点等ありましたら西部教育事務所 社会教育担当までご連絡くださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

※各グループの発表内容は２ページ目に紹介します。 

 

 

 

 

 



※ 一週間に一回、節電も意識して、学習時間の確保と家族の会話を増やす取組を実施する。（できるだけ家電製品を使用しない日） 

 

※ 家族の協力、特に今父親の存在、協力が必要であり、父親をＰＴＡ活動に参加させる工夫をする。（行事や参観日の内容を工夫する） 
またＰＴＡの取り組みの中で、学習に関する活動を設定する。 

 

※ 学年だけにとどまらず、各学年での悩みなどを出し合い共有するなど、学年をつなぐ懇談会を実施する。 

 

 ※ 学校がどのように家庭学習を進めてほしいのかを保護者に十分に伝えられる参観日を計画してもらう。子どもを知り、学校の思いを
知ったうえで、子どもたちが学ぶ気持ちになれるように親子の会話や、環境づくりをすすめていくことが大切ではないか。 

 

※ 学校の前で子どもがあいさつをしているのはよく見かけます。このあいさつ運動を親子で行うことで、親子だけでなく、たくさんの
つなかりができるのではないだろうか。 

 

※ 親子でいろいろな体験をすることで、コミュニケーションをはかることができる。体験活動を支えてくれている方々とのつながりも
できるのでなないかと考えた。 

 

※ 例えば・・・家庭で話せる時間を設ける。お弁当の日や親子で仲良しクッキング。子どもの話は（文句を言わずに）最後まで聞く。
週に○回は家族で一緒に食事を。ノーテレビデーで会話を増やそう。「聞く」を「聴く」になど。 

 
 

※ 家族の絆を作るために「食事」に注目する。家庭の味が出せるみそ汁作りをきっかけに、家族のつながり（絆）をもっと強くするこ
とができるのではないだろうか。 

 
 

※ 整理整頓、後片付け、清掃など、子どもたちの生活課題は多い。家庭でトイレ掃除を積極的にすることで、トイレも心もきれいにす
る。 

 
 
 

※ 今の子どもは、時間があればあるだけゲームをしている。家庭でもけじめをつけることが必要。 
 
 
 
 
※ 学校で、昼休みに楽しく遊べる遊びを紹介する。参観日には、親子でその遊びを楽しむ。 
 
 

※ 食事はやはり大事。コミュニケーションをとりながら親子で食事を作り、食べることで親子関係の構築を図る。 

 
 
 
※ 家庭で子どもと一緒に体を動かせること、参観日等を活用しての取組、さらには地域も巻き込んでの取組も考えられる。 
 
 
 

※・親子のスキンシップ・散歩、ラジオ体操、空き缶拾いなど簡単にできることは長続きする・運動という言葉にこだわらず、「体を動 

かす」という視点でおこなう。 
 
  
 ぜひ参考にしていただき、今後の具体的な取組につながればと思います！ 
 
 
 
 
 

各グループから発表された内容 

「知（学習の習慣づくり）」 

節電の日！ノーテレビデ―、ノーゲームデ― 

 

家族の協力 （父親の参加） 

  

学年を超えた懇談会で情報交換 

 

子どもを知ろう、学校を知ろう 

 

子どもも大人も本を読もう 

 

「徳（つながりづくり）」 

親子であいさつ運動！！ 

 

親子体験学習 

 

親子の会話＆ふれあい 

 

「ありがとう」メッセージカードの配布 

 

家族みんなでみそ汁づくり 

 

家族みんなでトイレ掃除 

 

「体（健康づくり）」 

 ゲームについてルールづくりを行う 

 

親世代の楽しい遊びを親子で楽しむ 

 

一緒に作ろう 親子で食事！！ 

 

一緒につけよう 親子で体力！！ 

 

親子で楽しむ 運動タイム 

 

  

※ 読書は読解力が養う。（今求められている力）保護者のすすめる本を集計して紹介する。家庭で一緒に本を読んでもらう。 


